
Ⅰ．新規課題の公募
Ⅰ-１．目的

平成22年度新規課題公募
（平成21年度）

平成23年度新規課題公募
（平成22年度）

平成24年度新規課題公募
（平成23年度）

平成25年度新規課題公募
（平成24年度）

平成26年度新規課題公募
（平成25年度）

地球環境研究総合推進費

オゾン層の破壊や地球温暖化
など、数々の地球環境問題を
解決に導くための政策へ、研
究活動による科学的知見の集
積や科学的側面からの支援等
を通じて、貢献・反映を図る。

環境研究・技術開発推進費

持続可能な社会を構築するた
めの自然共生型社会又は安
全・安心で質の高い社会の実
現を目指した環境分野の研
究・技術開発について、広く産
学官などの英知を活用した研
究開発の提案を募り、優秀な
提案のあった応募者が所属す
る試験研究機関等に当該研究
開発を委託して実施することに
より、研究開発の推進を図る。

循環型社会形成科学研究
費補助金

廃棄物の処理等に係る科学技
術に関する研究を促進し、もっ
て廃棄物の安全かつ適正な処
理、循環型社会の形成の推進
等に関する行政施策の推進及
び技術水準の向上を図る。

廃棄物の処理等に係る科学
技術に関する研究を促進し、
もって廃棄物の安全かつ適正
な処理、循環型社会の形成の
推進等に関する行政施策の
推進及び技術水準の向上を
図る。

次世代循環型社会形成推
進技術基盤整備事業

循環型社会の形成の推進及び
廃棄物に係る諸問題の解決に
資する次世代の廃棄物処理技
術に関する基盤を整備するこ
とにより、当該廃棄物処理技
術の導入を促進し、廃棄物の
適正な処理の推進を図る。

循環型社会の形成の推進及
び廃棄物に係る諸問題の解
決に資する次世代の廃棄物
処理技術に関する基盤を整
備することにより、当該廃棄物
処理技術の導入を促進し、廃
棄物の適正な処理の推進を
図る。

環境研究総合推進費の変遷（平成21年度～平成25年度）

地球温暖化の防止や自然共
生型社会の実現など、持続可
能な社会構築のための数々
の環境問題を解決に導くため
の政策へ、調査研究による科
学的知見の集積や環境分野
の技術開発等を通じ、貢献・
反映を図る。

地球温暖化の防止や自然共
生型社会の実現など、持続可
能な社会構築のための数々
の環境問題を解決に導くため
の政策へ、調査研究による科
学的知見の集積や環境分野
の技術開発等を通じ、貢献・
反映を図る。

調査研究による科学的知見
の集積や環境分野の技術開
発等を通じ、地球温暖化の
防止や自然共生型社会の実
現など、持続可能な社会構
築のための数々の環境問題
を解決に導くための政策へ
の貢献・反映を図る。

調査研究による科学的知見
の集積や環境分野の技術開
発等を通じ、地球温暖化の
防止、循環型社会の実現、
自然環境との共生、環境リス
ク管理等による安全確保な
ど、持続可能な社会構築の
ための数々の環境問題を解
決に導くための政策への貢
献・反映を図る。



Ⅰ-２．公募区分

平成22年度新規課題公募
（平成21年度）

平成23年度新規課題公募
（平成22年度）

平成24年度新規課題公募
（平成23年度）

平成25年度新規課題公募
（平成24年度）

平成26年度新規課題公募
（平成25年度）

地球環境研究総合推進費

１．戦略的研究開発領域
　　（S-8）　2．5億円程度
２．地球環境問題対応型研究
領域
　  （1千万円～1億円）
３．地球環境研究革新型研究
領域
　（百万円～１千万円）
４．国際交流研究（ＥＦＦ）

環境研究・技術開発推進費

１．戦略一般研究
　【特別枠】（25百万円以内）
　(1)地域枠
　(2)若手研究枠
　　　　（4百万円以内）
　(3)統合的・総合的研究枠
　(4)環境ナノテクノロジー
　　研究枠
２．戦略指定研究
　　（40百万円以内）

循環型社会形成科学研究
費補助金

（補助率10/10）
１．重点テーマ研究
　（特別枠を含む）
２．一般テーマ研究
３．地域連携型研究
４．若手育成型研究
（※継続課題も応募が必要）

（補助率10/10）
（補助交付額1億円以内。若
手枠は1千万円以内）
１．重点テーマ研究
　（特別枠を含む）
２．一般テーマ研究
３．地域連携型研究
４．若手育成型研究
（※継続課題も応募が必要）

【研究事業】補助率10/10
（補助交付額1億円以内。若手
枠は1千万円以内）
１．重点テーマ研究
　（特別枠を含む）
２．一般テーマ研究
３．地域連携型研究
４．若手育成型研究

【研究事業】補助率10/10
（補助交付額1億円以内。若
手枠は1千万円以内）
１．優先テーマ研究
２．一般テーマ研究
３．地域連携型研究
４．若手育成型研究

【研究事業】補助率10/10
（補助交付額1億円以内。若
手枠は1千万円以内）
１．優先テーマ研究
２．一般テーマ研究
３．地域連携型研究
４．若手育成型研究

次世代循環型社会形成推
進技術基盤整備事業

（補助率1/2）
１．重点テーマ
２．一般テーマ

（補助率1/2）
（補助交付額3億円以内）
１．重点テーマ
２．一般テーマ

【次世代事業】補助率1/2
（補助交付額3億円以内）
１．重点テーマ
２．一般テーマ

【次世代事業】補助率1/2
（補助交付額3億円以内）
１．優先テーマ
２．一般テーマ

【次世代事業】補助率1/2
（補助交付額3億円以内）
１．優先テーマ
２．一般テーマ

１．戦略的研究開発領域
　　（S-9）　3億円程度
２．環境問題対応型研究領域
　（1億円以内）
　【特別枠】
　(1)地域連携枠
　(2)低炭素社会早期達成
　　枠
　(3)領域横断枠
３．革新型研究開発領域
　（若手枠、統合評価枠）
　（1千万円以内）
４．課題調査型研究領域
　（新規公募なし）
５．国際交流研究
　（新規公募なし）

１．戦略的研究開発領域
　　（S-10）　3億円程度
２．環境問題対応型研究領域
　（5千万円以内）
３．革新型研究開発領域
　（若手枠、統合評価枠）
　（1千万円以内）
４．課題調査型研究領域
　（環境省設定）
　（1千万円以内）

１．戦略的研究開発領域
　　（S-11）　1.6億円程度
２．環境問題対応型研究領
域
　（5千万円以内）
３．革新型研究開発領域
　（若手枠、統合評価枠）
　（1千万円以内）
４．課題調査型研究領域
　（1千万円以内）

１．戦略的研究開発領域
　　（S-12、S-13）
　　　2億円、1.6億円程度
２．環境問題対応型研究領
域
　（5千万円以内）
３．革新型研究開発領域
　（若手枠、統合評価枠）
　（1千万円以内）
４．課題調査型研究領域
　（1千万円以内）



Ⅰ-３．公募対象分野

平成22年度新規課題公募
（平成21年度）

平成23年度新規課題公募
（平成22年度）

平成24年度新規課題公募
（平成23年度）

平成25年度新規課題公募
（平成24年度）

平成26年度新規課題公募
（平成25年度）

地球環境研究総合推進費

○戦略研究プロジェクトS-8
○問題対応型研究領域
(1) 全球システム変動
(2) 越境汚染（大気・陸域・海
域・国際河川）
(3) 広域的な生態系保全・再生
(4) 持続可能な社会・政策研究

戦略研究プロジェクトS-9
全球システム変動
　（第1研究分科会）
生態系保全と再生
　（第4研究分科会）
持続可能な社会・政策研究
　（第5研究分科会）

戦略研究プロジェクトS-10
全球システム変動
　（第1研究分科会）
生態系保全と再生
　（第4研究分科会）
持続可能な社会・政策研究
　（第5研究分科会）

戦略研究プロジェクトS-11
全球システム変動
　（第1研究分科会）
生態系保全と再生
　（第4研究分科会）
持続可能な社会・政策研究
　（第5研究分科会）

戦略研究プロジェクトS-12
脱温暖化社会部会
　　（第2部会）
自然共生型社会部会

環境研究・技術開発推進費

○戦略一般研究開発領域
①大気・都市環境
②水・土壌環境
③自然環境
④リスク管理
⑤健康リスク評価

○ 戦略指定研究開発領域
①風力発電等による低周波音
の人への影響評価に関する研
究
②環境中の化学物質等による
小児の健康への影響における
メカニズム解明に関する研究

環境汚染（大気・水・土壌）
　（第2研究分科会）
リスク管理・健康リスク
　（第3研究分科会）
領域横断研究
　（第6研究分科会）

環境汚染（大気・水・土壌）
　（第2研究分科会）
リスク管理・健康リスク
　（第3研究分科会）
領域横断研究
　（第6研究分科会）

※行政ニーズの中に特別重
点課題として「東日本大震災
からの復興に対する環境研
究・技術開発からの貢献」を掲
出　→　『復興枠』

環境汚染（大気・水・土壌）
　（第2研究分科会）
リスク管理・健康リスク
　（第3研究分科会）
領域横断研究
　（第6研究分科会）

戦略研究プロジェクトS-13
全領域共通・領域横断部会
　  （第1部会）
安全が確保される社会部会
　　（第5部会）

循環型社会形成科学研究
費補助金

(1) 廃棄物処理に伴う有害化
学物質対策研究
(2) 廃棄物適正処理研究
(3) 循環型社会構築技術研究

※特別枠（レアメタル回収技
術）及び重点テーマを５テーマ
設定

(1) 廃棄物処理に伴う有害化
学物質対策研究
(2) 廃棄物適正処理研究
(3) 循環型社会構築技術研究

※特別枠（レアメタル回収技
術）及び重点テーマを４テーマ
設定

(1) 廃棄物処理に伴う有害化
学物質対策研究
(2) 廃棄物適正処理研究
(3) 循環型社会構築技術研究

※特別枠（災害廃棄物処理技
術・システム）及び重点テーマ
を４テーマ設定

次世代循環型社会形成推
進技術基盤整備事業

(1) 廃棄物適正処理技術
(2) 廃棄物リサイクル技術
(3) 循環型社会構築技術

※重点テーマを３テーマ設定

(1) 廃棄物適正処理技術
(2) 廃棄物リサイクル技術
(3) 循環型社会構築技術

※重点テーマを３テーマ設定

(1) 廃棄物適正処理技術
(2) 廃棄物リサイクル技術
(3) 循環型社会構築技術

※重点テーマを３テーマ設定

循環型社会形成の推進及び
廃棄物に係る問題解決に資
する研究・技術開発
　（第7研究分科会）

「環境研究・環境技術開発の
推進戦略について」の中の
関連重点課題を掲出

※優先課題を「研究事業」に
ついては４テーマ、「次世代
事業」については３テーマ設
定

循環型社会部会
　　（第3部会）

「環境研究・環境技術開発の
推進戦略について」の中の
関連重点課題を掲出

※優先課題を「研究事業」、
「次世代事業」について、そ
れぞれ４テーマ設定



Ⅰ-４．行政ニーズ

平成22年度新規課題公募
（平成21年度）

平成23年度新規課題公募
（平成22年度）

平成24年度新規課題公募
（平成23年度）

平成25年度新規課題公募
（平成24年度）

平成26年度新規課題公募
（平成25年度）

地球環境研究総合推進費

公募要領の添付資料として、
環境省が重点的に募集する必
要があると考えている研究例と
して、『平成22年度新規課題の
公募方針』を提示

環境研究・技術開発推進費

戦略一般研究開発領域におい
て募集する研究分野として、
「環境研究・環境技術開発の
推進戦略の実施方針の総括
フォローアップ結果」において、
取組の強化等を図ることが必
要とされている環境研究・技術
開発を引用して、一部に下線
を引いて優先課題としている。

循環型社会形成科学研究
費補助金

次世代循環型社会形成推
進技術基盤整備事業

「公募する研究の対象分野」
に推進戦略に合い欧する重
点課題を提示している。
また、公募要領の添付資料
として、環境省が重点的に募
集する必要があると考えてい
る研究例として、『平成26年
度新規課題に対する行政
ニーズについて』（「環境研
究・環境技術開発の推進戦
略」から引用するとともに、個
別研究開発テーマを提示し
ている。）を提示

※個別研究開発テーマにつ
いては、関係部局から募集
し、各研究分科会でのとりま
とめ、企画委員会の了承を
得たうえで提示している。「公募の対象分野」及び「重点

テーマ」に具体的な内容を書き
込んでいる。

「公募の対象分野」及び「重点
テーマ」に具体的な内容を書
き込んでいる。

「公募する研究の対象分野」
に推進戦略に合い欧する重
点課題を提示している。
また、公募要領の添付資料と
して、環境省が重点的に募集
する必要があると考えている
研究例として、『環境問題対応
型研究・革新型研究開発の公
募における行政ニーズについ
て』を提示

「公募する研究の対象分野」
に推進戦略に合い欧する重点
課題を提示している。
また、公募要領の添付資料と
して、環境省が重点的に募集
する必要があると考えている
研究例として、『平成24年度新
規課題に対する行政ニーズに
ついて』（「環境研究・環境技
術開発の推進戦略」から引用
するとともに、個別研究開発
テーマを提示している。）を提
示

※個別研究開発テーマについ
ては、関係部局から募集し、
各研究分科会でのとりまと
め、企画委員会の了承を得た
うえで提示している。

「公募する研究の対象分野」
に推進戦略に合い欧する重
点課題を提示している。
また、公募要領の添付資料
として、環境省が重点的に募
集する必要があると考えてい
る研究例として、『平成25年
度新規課題に対する行政
ニーズについて』（「環境研
究・環境技術開発の推進戦
略」から引用するとともに、個
別研究開発テーマを提示し
ている。）を提示

※個別研究開発テーマにつ
いては、関係部局から募集
し、各研究分科会でのとりま
とめ、企画委員会の了承を
得たうえで提示している。



Ⅰ-５．新規課題の採択方法

平成22年度新規課題公募
（平成21年度）

平成23年度新規課題公募
（平成22年度）

平成24年度新規課題公募
（平成23年度）

平成25年度新規課題公募
（平成24年度）

平成26年度新規課題公募
（平成25年度）

地球環境研究総合推進費

１．プレ審査（資格・要件チェック）
２．第一次審査（スクリーニング）
プレ審査を通過した応募課題につ
いて、外部学識経験者及び環境
省が一次審査を行い、ヒアリング
対象課題を選定。
３．第二次審査（ヒアリング）
外部学識経験者及び環境省が合
同で審査を行い、採択課題候補を
選定し、地球環境研究企画委員
会に諮る。

環境研究・技術開発推進費

１．書面評価
応募書類をもとに資格・要件、研
究開発の目的・目標、内容、計画
等の観点から評価を行い、ヒアリ
ング対象課題を選定。
２．ヒアリング評価
総合研究開発推進会議の６つの
分科会においてヒアリングを行
い、総合的に評価。

循環型社会形成科学研究
費補助金

新規応募課題については、「循環
型社会形成推進研究事業審査委
員会」による研究計画書等での評
価（一次審査）及びヒアリングでの
評価（二次審査）の結果を踏まえ
て採択を決定。
継続応募課題 については、研究
計画書等により評価し、採否、交
付額を決定。

新規応募課題については、「循環
型社会形成推進研究事業審査委
員会」による研究計画書等での評
価（一次審査）及びヒアリングでの
評価（二次審査）の結果を踏まえ
て採択を決定。
継続応募課題 については、研究
計画書等により評価し、採否、交
付額を決定。

次世代循環型社会形成推
進技術基盤整備事業

「次世代廃棄物処理技術基盤整
備事業審査委員会」による実施計
画書等での評価（一次審査）及び
ヒアリングでの評価（二次審査）の
結果を踏まえて採択を決定。

「次世代廃棄物処理技術基盤整
備事業審査委員会」による実施計
画書等での評価（一次審査）及び
ヒアリングでの評価（二次審査）の
結果を踏まえて採択を決定。

１．プレ審査（資格・要件チェック）
２．第一次審査（スクリーニング）
プレ審査を通過した応募課題に
ついて、外部学識経験者等が書
面にて審査を行う。
４．第二次審査（ヒアリング）
課題代表者によるプレゼンテー
ションに対して外部学識経験者等
が審査を行い、採択課題候補を
選定し、外部学識経験者からなる
環境研究企画委員会に諮る。

※予算を統合前の割合で委託費
と補助金に配分。
委託費については、第1から第6
の６つの研究分科会に採択予算
配分を行い、各研究分科会でそ
の範囲内で採択候補課題を選
定。
補助金については、第7研究分科
会における評価結果をもとに、予
算の範囲内で採択候補課題を選
定。

１．プレ審査（資格・要件チェック）
２．第一次審査（スクリーニング）
プレ審査を通過した応募課題に
ついて、外部学識経験者等が書
面にて審査を行う。
４．第二次審査（ヒアリング）
課題代表者によるプレゼンテー
ションに対して外部学識経験者
等が審査を行い、採択課題候補
を選定し、外部学識経験者からな
る環境研究企画委員会に諮る。

※7つの研究分科会での二次審
査での評価結果を評価委員によ
る偏りをできるだけ除くよう基準
化した評価結果の順に応募課題
を並べて、行政ニーズ（行政から
の推薦）を勘案しつつ、採択課題
候補を選定。その際に統合前の
委託費と補助金の割合を勘案。

１．プレ審査（資格・要件チェック）
２．第一次審査（スクリーニング）
プレ審査を通過した応募課題に
ついて、外部学識経験者等が書
面にて審査を行う。
４．第二次審査（ヒアリング）
課題代表者によるプレゼンテー
ションに対して外部学識経験者
等が審査を行い、採択課題候補
を選定し、外部学識経験者から
なる環境研究企画委員会に諮
る。

※7つの研究分科会での二次審
査での評価結果を評価委員によ
る偏りをできるだけ除くよう基準
化した評価結果の順に応募課題
並べて、行政ニーズ（行政からの
推薦）を勘案しつつ、採択課題候
補を選定。

１．プレ審査（資格・要件チェック）
２．第一次審査（スクリーニング）
プレ審査を通過した応募課題につ
いて、外部学識経験者等が応募
書類を見て第一次審査を行い、応
募数のおよそ半数まで応募課題
を絞り込む。
３．第二次審査（ヒアリング）
課題代表者によるプレゼンテー
ションに対して外部学識経験者等
が審査を行い、採択課題候補を
選定し、環境研究企画委員会に
諮る。

※６つの研究分科会に採択予算
配分を行い、各研究分科会でその
範囲内で採択候補課題を選定。



Ⅰ-６．事前評価における評価項目

平成22年度新規課題公募
（平成21年度）

平成23年度新規課題公募
（平成22年度）

平成24年度新規課題公募
（平成23年度）

平成25年度新規課題公募
（平成24年度）

平成26年度新規課題公募
（平成25年度）

地球環境研究総合推進費

事前審査の観点
①地球環境研究としての科学
的適切性
②研究の構成、計画、予算な
どの実施面での適切性
③環境政策における行政ニー
ズへの貢献

環境研究・技術開発推進費

事前評価の評価の観点とし
て、研究開発の目的・目標、内
容、計画等の観点を挙げてい
る。

循環型社会形成科学研究
費補助金

公募要領に「Ⅲ評価制度につ
いて」という項目を設けて、評
価の種類（事前・中間・事後）
毎に評価の項目を明示してい
る。
○事前評価（新規）
　　学術的必要性
　　社会的必要性
　　内容の独創性
　　計画の妥当性
　　実施能力
○事前評価（継続）
　　学術的・社会的必要性
　　計画の妥当性
　　継続能力
　　目標の達成

公募要領に「Ⅲ評価制度につ
いて」という項目を設けて、評
価の種類（事前・中間・事後）
毎に評価の項目を明示してい
る。
○事前評価（新規）
　　学術的必要性
　　社会的必要性
　　内容の独創性
　　計画の妥当性
　　実施能力
○事前評価（継続）
　　学術的・社会的必要性
　　計画の妥当性
　　継続能力
　　目標の達成

次世代循環型社会形成推
進技術基盤整備事業

公募要領に「Ⅲ評価制度につ
いて」という項目を設けて、評
価の種類（事前・中間・事後）
毎に評価の項目を明示してい
る。
○事前評価
　　技術開発の独創性
　　社会的必要性
　　経済性
　　計画の妥当性・実現可能性

公募要領に「Ⅲ評価制度につ
いて」という項目を設けて、評
価の種類（事前・中間・事後）
毎に評価の項目を明示してい
る。
○事前評価
　　技術開発の独創性
　　社会的必要性
　　経済性
　　計画の妥当性・実現可能
性

事前審査の観点
①環境研究としての科学的適
切性
②研究の構成、計画、予算な
どの実施面での適切性
③環境政策における行政ニー
ズへの貢献
の３つの観点から総合的に評
価。

事前審査の観点
①環境研究としての科学的適
切性
②研究の構成、計画、予算な
どの実施面での適切性
③環境政策における行政ニー
ズへの貢献
の３つの観点から総合的に評
価。

事前審査の観点
①環境研究としての科学的
適切性
②研究の構成、計画、予算
などの実施面での適切性
③環境政策における行政
ニーズへの貢献
の３つの観点から総合的に
評価。

行政ニーズへの貢献を重点
化。

事前審査の観点
①必要性（行政ニーズへの
適合性、科学的・技術的意
義）
②効率性（研究体制・研究計
画の妥当性）
③有効性（目標の達成可能
性・期待値、成果ｋの普及・
貢献度等）
の３つの観点から総合的に
評価を実施。

行政ニーズへの貢献を重点
化。



Ⅰ-７．新規課題の応募と採択 採択課題数（申請課題数）

平成22年度新規採択課題
（平成21年度）

平成23年度新規採択課題
（平成22年度）

平成24年度新規採択課題
（平成23年度）

平成25年度新規採択課題
（平成24年度）

平成26年度新規採択課題
（平成25年度）

地球環境研究総合推進費

戦略的研究開発領域S-8
　　　　　　　　　　　 450百万円
地球環境問題対応型研究領
域
　　　　　　　　　　　　　13（61）
　　　　　　　　　　　 581百万円
　第1研究分科会　3（15）
　第2研究分科会　3（13）
　第3研究分科会　4（19）
　第4研究分科会　3（14）
革新型研究領域  71百万円
　若手枠　　　　　 　     6（13）
　戦略ＦＳ　　　　　       1（ 2）

環境研究・技術開発推進費

大気都市環境
　　　　　　4（11）   53
水・土壌環境
　　　　　  6（39）   77
自然環境
              4（17）   83
リスク管理
              3（12）   51
健康リスク
              7（36）  168
   合  計
          23（115）  431百万円

循環型社会形成科学研究
費補助金

101課題
※継続課題も応募することに
なっているので、新規課題と継
続課題が分けられていない。

　

              　33      595百万円

　第7研究分科会
　（循環型社会形成・
　　　次世代廃棄物処理技術）
（一般枠）
　　　26(101)　 500百万円
（復興枠）
　　　10（24)　　280百万円

　第7研究分科会
　（循環型社会形成・
　　　次世代廃棄物処理技術）
（一般枠）
　　　12(110)　    287百万円

次世代循環型社会形成推
進技術基盤整備事業

5事業
※継続課題も応募することに
なっているので、新規課題と継
続課題が分けられていない。

　

　　　　　　　　9　　　532百万円
（一般枠）
　　　　4( 6)　　140百万円

（一般枠）
　　　　2( 5)　　      85百万円

戦略的研究開発領域S-9
                          374百万円

環境問題対応型研究領域
　　　　　31（196)　1,454百万円
　第1研究分科会　3（13） 225
　　（全球システム変動）
　第2研究分科会　7（47） 316
　　（環境汚染）
　第3研究分科会　7（51） 266
　　（リスク管理・健康リスク）
　第4研究分科会　6（35） 263
 　　（生態系保全と再生）
  第5研究分科会   6(41)  249
  （持続可能な社会・政策研究）
　第6研究分科会   2( 9)   134
　　 (領域横断）

革新型研究領域　131百万円
　若手枠　　　　　 13（49）
　第1研究分科会　2（ 6）   24
　第2研究分科会　4（13）  40
　第3研究分科会　2（13）  19
　第4研究分科会　2（10）  25
  第5研究分科会   2( 6)    19
　第6研究分科会   1( 1)　   6

戦略的研究開発領域 S-10
                       287百万円
環境問題対応型・革新型等
（一般枠） 24（196） 540百万円
　第1研究分科会
　　　　5（11）　　154
　第2研究分科会
　　　　5（44)　　103
　第3研究分科会
　　　　4（73）　　 85
　第4研究分科会
　　　　4（32）　　 67
  第5研究分科会
　　　　4(15)　　　92円
　第6研究分科会
　　　　2(20)　　　40
環境問題対応型・革新型等
 （復興枠）19（53） 700百万円
　第2研究分科会
　　　　8（25）　　277
　第3研究分科会
　　　　2（ 6）　　　68
　第4研究分科会
　　　　3（ 9） 　　115
  第5研究分科会
　　　　3( 6)　　　136
　第6研究分科会
　　　　3( 8)　　　104

戦略的研究開発領域 S-11
                       200百万円

環境問題対応型・革新型等
（一般枠） 29（207） 645百万円
　第1研究分科会
　　　　　5（14）　　   94
　第2研究分科会
　　　　　5（54)　　   122
　第3研究分科会
　　　　　5（47）　　  123
　第4研究分科会
　　　　　6（53）　　  150
  第5研究分科会
　　　　　6(23)　　　 144
　第6研究分科会
　　　　　2(16)　　　   11

環境問題対応型・革新型等
 （復興枠） 1（15）  39百万円
　第2研究分科会
　　　　　1（15）　　    39

戦略的研究開発領域
       S-12        200百万円
       S-13        150百万円

環境問題対応型・革新型等
　全領域共通・領域横断部会
　　（第1部会）
　　　　7（34）　　212
　脱温暖化社会部会
　　（第2部会）
　　　　6(15)　　　278
　自然共生型社会部会
　　（第4部会）
　　　　11(50)　　 382
　安全が確保される社会部
会
　　（第5部会）
　　　　16(81)　　 642

循環型社会部会
　　（第3部会）
　　　　 18(90)　　 326百万円



Ⅱ．実施課題の管理・評価・広報
全実施課題（新規課題）

平成21年度実施課題 平成22年度実施課題 平成23年度実施課題 平成24年度実施課題 平成25年度実施課題

地球環境研究総合推進費

戦略的研究開発領域
           S-4、S-5、S-6、S-7
　　　　　　　　　　 1,076百万円
地球環境問題対応型研究領
域
　　　  　61（23）  2,597百万円
 
　第1研究分科会　14（4） 593
　第2研究分科会　10（6） 443
　第3研究分科会　15（7） 667
　第4研究分科会　17（6） 894

革新型研究領域  134百万円
若手枠 14（8）

環境研究・技術開発推進費

　　　　　　　　　　 1,141百万円

大気都市環境　 7（3）
水・土壌環境　 14（5）
自然環境          8（5）
リスク管理　　　  8（3）
健康リスク　　　11（6）
ナノテク枠　　　  7（1）
   合  計　　　　58（23）

循環型社会形成科学研究
費補助金

87（43）　　1,681百万円 101（37）   1,599百万円

第7研究分科会（循環型・研究
事業）

　　　104（33）　1,671百万円

第7研究分科会（研究事業）
（一般枠）
　　　76(26)　 1,307百万円
（復興枠）
　　　10(10)　　 280百万円

第3研究部会（研究事業）
（一般枠）
　　　63(12)　    1,149百万円
（復興枠）
　　　  9(0)           285百万円

次世代循環型社会形成推
進技術基盤整備事業

5（5）　90百万円 5（3）　　97百万円

第7研究分科会（循環型・次世
代事業）
　　　　　9(9)　　532百万円

第7研究分科会（次世代事
業）
（一般枠）

12（4） 250百万円

第3研究部会（次世代事業）
（一般枠）
　　　   9（2）　  206百万円

戦略的研究開発領域
　　S-5、S-6、S-7、S-8、S-9
                        1,653百万円

環境問題対応型研究領域
　　　　109（31)　3,712百万円
　第1研究分科会
              10（3）    469
　第2研究分科会
              34（7）  1,060
　第3研究分科会
              25（7）     635
　第4研究分科会
              25（6）     907
  第5研究分科会
               13(6)      507
　第6研究分科会 (領域横断）
　             2( 2)       134

革新型研究領域
　         27（13）   232百万円
　第1研究分科会　5（2）  49
　第2研究分科会　6（4）  49
　第3研究分科会　6（2）  36
　第4研究分科会　6（2）  61
  第5研究分科会   3（2）  29
　第6研究分科会   1（1）   6

戦略的研究開発領域
　S-6、S-7、S-8、S-9、S-10
                       1,320百万
円
環境問題対応型・革新型等
（一般枠）
          103（24） 2,628百万円
　第1研究分科会
　　　13（5）　　435
　第2研究分科会
　　　26（5)　　 618
　第3研究分科会
　　　25（4）　　533
　第4研究分科会
　　　20（4）　　538
  第5研究分科会
　　　14(4)　　  378
　第6研究分科会
　　　　5(2)　　　152
環境問題対応型・革新型等
 （復興枠）　19 　702百万円
　第2研究分科会
　　　　8(8)　　 277
　第3研究分科会
　　　　2(2)　　　 68
　第4研究分科会
　　　　3(3) 　　 115
  第5研究分科会
　　　　3(3)　　　136
　第6研究分科会

3(3) 106

戦略的研究開発領域
　S-6、S-7、S-8、S-9、S-
10、
　S-11          1,504百万円

環境問題対応型・革新型等
（一般枠） ※復興枠からの移

行分を含む。

         87（29） 2,386百万円
　第1研究部会
　　　20（5）　　517
　第2研究部会
　　　17（8)　　527
　第4研究部会
　　　17（6）　　459
  第5研究部会
　　　33(10)　　  886
　
環境問題対応型・革新型等
 （復興枠）14（1） 433百万円
　第1研究部会
　　　　1(0)　　    7
　第4研究分科会
　　　　3(0) 　　     93
  第5研究分科会
　　　　10(1)  　    333

戦略的研究開発領域
　　　　　S-5、S-6、S-7、S-8
　　　　　　　　　　　1,323百万円

環境問題対応型研究領域
                115   3,601百万円
　第1研究分科会　16(3)
　　（全球システム変動）
　第2研究分科会　36(8)
　　（環境汚染）
　第3研究分科会　20(8)
　　（リスク管理・健康リスク）
　第4研究分科会　24(8)
 　　（生態系保全と再生）
  第5研究分科会   19(3)
　（持続可能な社会・政策研
究）

革新型研究領域
                    23   190百万円
　第1研究分科会　 6(3)
　第2研究分科会　 5(2)
　第3研究分科会　 4(3)
　第4研究分科会　 7(4)
  第5研究分科会    1(1)

Ⅱ-１ 各年度の実施課題



Ⅱ-２ 中間評価・事後評価

平成22年度公募要領
（平成21年度）

平成23年度公募要領
（平成22年度）

平成24年度公募要領
（平成23年度）

平成25年度公募要領
（平成24年度）

平成26年度公募要領
（平成25年度）

地球環境研究総合推進費

【戦略的研究開発領域】
・中間評価を3年目に実施し、その
結果を踏まえ、第Ⅰ期での終了を
含め、第Ⅱ期以降の研究計画の
再検討
【地球環境問題対応型研究領域】
・研究開始2年目に中間評価、研
究終了の翌年度に事後評価を実
施。
・中間評価において高い評価を受
け、かつ研究期間の延長を希望す
る研究課題については、研究開始
3年目に2回目の中間評価を行い、
延長の可否を判断。

環境研究・技術開発推進費

・中間評価は、研究開発期間の2
年目に実施し、中間評価で高い評
価を得た課題のうち延長を希望す
る場合にあっては、延長に関する
評価を行い、その可否を判断。
・中間評価で評価が低かった場合
は、翌年度の研究開発費を減額す
る場合がある。研究開発を中止す
べきと評価された場合は、翌年度
以降の研究開発費の配分を行わ
ない。

循環型社会形成科学研究
費補助金

公募要領に「Ⅲ　評価制度につい
て」に規定。評価の項目も明示。
【中間評価】
・3年間に渡る研究の2年目となる
継続課題を対象
・ヒアリングにより評価し、次年度
以降の採否、交付額に反映
【事後評価】
・総合研究報告書等により評価

公募要領に「Ⅲ　評価制度につい
て」に規定。評価の項目も明示。
【中間評価】
・3年間に渡る研究の2年目となる
継続課題を対象
・ヒアリングにより評価し、次年度
以降の採否、交付額に反映
【事後評価】
・総合研究報告書等により評価

次世代循環型社会形成推
進技術基盤整備事業

※技術開発期間が1年
【事後評価】
・事業終了後に技術開発報告書及
びヒアリングにより評価

※技術開発期間が3年以内
【中間評価】
・3年間に渡る研究の2年目となる
継続課題を対象
・書類またはヒアリングにより評価
し、次年度以降の採否、交付額に
反映
【事後評価】
・事業終了後に技術開発報告書及
びヒアリングにより評価

中間評価：　ヒアリング（7-8月）
　循環　　継続審査（11月）
事後評価：　書面

【共通の事項】
●中間評価の実施
採択後、各研究課題において研
究期間の中間年に外部学識経
験者等による中間評価を実施。
・中間評価に使用する研究成果
報告書を作成。研究の独創性の
観点の他、研究成果の行政活用
の観点から作成。
・中間評価は、研究開発期間の2
年度目に実施。研究開発期間が
2年以下の研究課題においては
実施しない。
・中間評価で評価が低かった場
合は、翌年度の研究開発費を減
額する場合がある。研究開発を
中止すべきと評価された場合
は、翌年度以降の研究開発費の
配分を行わない。

【戦略的研究開発領域】
・研究開始2年度目に中間評価
を、研究終了年度の翌年度に事
後評価を実施。中間評価の結果
は、翌年度の予算に反映。

【環境問題対応型研究領域】
・研究開始2年度目に中間評価
を、研究終了年度の翌年度に事
後評価を実施。中間評価の結果
は、翌年度の予算に反映。

中間評価：　ヒアリング（7-8月）
事後評価：　書面

【共通の事項】
●中間評価の実施
採択後、各研究課題において研
究期間の中間年に外部学識経
験者等による中間評価を実施。
・中間評価に使用する研究成果
報告書を作成。研究の独創性の
観点の他、研究成果の行政活用
の観点から作成。
・中間評価で評価が低かった場
合は、翌年度の研究開発費を減
額する場合がある。研究開発を
中止すべきと評価された場合
は、翌年度以降の研究開発費の
配分を行わない。

【戦略的研究開発領域】
　　（記載なし）

【環境問題対応型研究領域】
・研究期間が3年間の研究課題
を対象として、研究開始2年度目
に中間評価を実施し、その結果
は翌年度の予算に反映。
・全ての研究課題を対象として、
研究終了年度の翌年度に事後
評価を実施。

中間評価：書面＋ヒアリング（7-8
月）
事後評価： 書面
　

【戦略的研究開発領域】
・中間評価を2年目に実施し、その
結果第Ⅱ期への移行が適当でな
いと認められる時は第Ⅰ期で終
了。

【環境問題対応型研究領域】
・研究開始2年目に中間評価を、ま
た、研究終了年度の翌年度に事後
評価を実施。中間評価の結果は、
翌年度の予算に反映。
・中間評価において高い評価を受
け、かつ研究期間の延長を希望す
る研究課題については、研究開始
3年目に2回目の中間評価を行い、
延長が妥当と評価されたものにつ
いては、最長2年間の延長が可
能。

中間評価：書面＋ヒアリング（7-8月）
　循環（研究）　ヒアリング（10月）
　循環　　　　　 継続審査(11月)
事後評価： 書面
　循環（研究）　書面
　循環（次世代）　ヒアリング（10月）

【共通の事項】
●採択後の留意点（中間評価結果に
よる研究中止の可能性）
採択後、各研究課題において研究期
間の中間年に外部学識経験者等によ
る中間評価を実施。
・中間評価は、研究開発期間2年度目
に実施。（戦略的研究開発領域におい
ては、3年度目。研究開発期間が2年
以下の研究課題においては実施しな
い。）
・中間評価で評価が低かった場合は、
翌年度の研究開発費を減額する場合
がある。研究開発を中止すべきと評価
された場合は、翌年度以降の研究開
発費の配分を行わない。
・［委託費］の研究においては、中間評
価で高い評価を得た課題のうち延長
を希望する場合には、延長に関する
評価を行い、その可否を判断。

【戦略的研究開発領域】
・研究3年度目に中間評価を行い、第2
期に継続するか否か等を判断。

【環境問題対応型研究領域】
・中間評価において高い評価を受け、
かつ研究期間の延長を希望する研究
課題については、研究開始3年目に2
回目の中間評価を行い、延長が妥当
と評価されたものについては、最長2
年間の延長が可能。
・研究開始２年度目に中間評価を、研
究終了年度の翌年度に事後評価を実
施。中間評価の結果は、翌年度の予
算に反映。



Ⅱ-３ プログラムディレクターー（ＰＤ）とその役割

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

地球環境研究総合推進費

環境研究・技術開発推進費

循環型社会形成科学研究
費補助金

次世代循環型社会形成推
進技術基盤整備事業

①各競争的資金制度の改善に向
けた提言・助言、特に評価手法の
改善への提言・助言
②プログラムの方針決定、新規プ
ログラムや新規領域の決定につ
いての提言・助言
③各制度内の領域間・分野間・プ
ログラム間等の資金の配分額や
配分方式（個人研究とグループ研
究等）の決定についての提言・助
言
④ＰＯ（プログラムオフィサー）の
監督・評価
⑤追跡評価委員会への出席
⑥総合科学技術会議が開催する
「競争的資金PD会議」への出席
⑦総合科学技術会議が行ういわ
ゆる「SABC評価」の際のプレゼン
テーション
⑧各競争的資金制度の評価委員
会への出席
⑨各競争的資金制度の研究課題
の募集・評価・成果発表等に対す
る提言・助言
⑩環境省関係各課室が評価委員
会の評価結果を踏まえて行う採
択課題選定に対する助言
⑪研究課題に関する評価結果の
適切な反映、フォロー、研究実施
者に対する指導・助言
⑫環境省関係各課室との打合
せ・意見調整、ＰＯとの打合せ、
研究評価に関するヒアリング
⑬研究動向の把握（論文等から
の情報収集、学会・セミナー等へ
の出席）

①各競争的資金制度の改善に
向けた提言・助言、特に評価手
法の改善への提言・助言
②プログラムの方針決定、新規
プログラムや新規領域の決定に
ついての提言・助言
③各制度内の領域間・分野間・
プログラム間等の資金の配分額
や配分方式（個人研究とグルー
プ研究等）の決定についての提
言・助言
④ＰＯ（プログラムオフィサー）の
監督・配置に関する提言・助言
⑤「追跡評価委員会」への出席
⑥「環境研究・環境技術開発の
推進戦略について」に係る
フォーローアップ会議等への出
席
⑦総合科学技術会議関連で開
催される「競争的資金PD会議」
やアクションプラン関連の会議
等への出席
⑧各競争的資金制度の評価委
員会・分科会及びそれに準じる
会議等への出席
⑨各競争的資金制度の研究課
題の募集・評価・成果発表等に
対する提言・助言
⑩環境省関係各課室が評価委
員会の評価結果を踏まえて行う
採択課題選定に対する助言
⑪研究課題に関する評価結果
の適切な反映、フォロー、研究
実施者に対する指導・助言
⑫環境省関係各課室との打合
せ・意見調整、ＰＯとの打合せ、
研究評価に関するヒアリング
⑬研究動向の把握（論文等から
の情報収集、学会・セミナー等
への出席）

① 対象制度の改善に向けた提
言・助言
各対象制度における全体方針
の決定、評価方法、その他改善
が必要なことについて提言・助
言を行う。また、「環境研究・環
境技術開発の推進戦略につい
て」に係るフォローアップ会議等
へ出席し、その結果を環境省に
対する提言･助言に活用する。
②プログラムオフィサーの監督
プログラムオフィサーの監督・配
置に関する提言・助言を行う。
③ 対象制度が実施する評価委
員会等への参加
各対象制度が実施する評価委
員会・分科会（事前評価、中間
評価、事後評価）、その他これに
準ずる会議（成果発表会、成果
報告会、拡大アドバイザリー会
合等）、追跡評価委員会へ参加
し、研究課題に関する評価結果
の適切な反映・フォローを行う。
④ 総合科学技術会議への対応
「競争的研究資金ＰＤ会議」やア
クションプラン関連の会議等へ
出席し、その結果を環境省に対
する提言･助言に活用する。
⑤ 研究動向の把握
専門家の集まる会合・学会・セミ
ナー等への出席、論文・書籍等
から環境研究・技術開発に係る
情報収集を行う。
⑥ 対象制度の効率的な運営に
向けた支援
対象制度の効率的な運営に向
けた支援にあたって、必要に応
じて環境省担当官と協議・打合
せを行う。（週１回程度）

①各競争的資金制度の改善に向
けた提言・助言、特に評価手法の
改善への提言・助言
②プログラムの方針決定、新規プ
ログラムや新規領域の決定につ
いての提言・助言
③各制度内の領域間・分野間・プ
ログラム間等の資金の配分額や
配分方式（個人研究とグループ研
究等）の決定についての提言・助
言
④ＰＯ（プログラムオフィサー）の監
督・評価
⑤追跡評価委員会への出席
⑥総合科学技術会議が開催する
「競争的資金PD会議」への出席
⑦総合科学技術会議が行ういわ
ゆる「SABC評価」の際のプレゼン
テーション
⑧総合科学技術会議との意見調
整
⑨各競争的資金制度の評価委員
会への出席
⑩各競争的資金制度の研究課題
の募集・評価・成果発表等に対す
る提言・助言
⑪環境省関係各課室が評価委員
会の評価結果を踏まえて行う採択
課題選定に対する助言
⑫研究課題に関する評価結果の
適切な反映、フォロー、研究実施
者に対する指導・助言
⑬環境省関係各課室との打合せ・
意見調整、ＰＯとの打合せ、研究
評価に関するヒアリング
⑭研究動向の把握（論文等からの
情報収集、学会・セミナー等への
出席）

①各競争的資金制度の改善に向
けた提言・助言、特に評価手法の
改善への提言・助言
②プログラムの方針決定、新規
プログラムや新規領域の決定に
ついての提言・助言
③各制度内の領域間・分野間・プ
ログラム間等の資金の配分額や
配分方式（個人研究とグループ
研究等）の決定についての提言・
助言
④ＰＯ（プログラムオフィサー）の
監督・評価
⑤追跡評価委員会への出席
⑥総合科学技術会議が開催する
「競争的資金PD会議」への出席
⑦総合科学技術会議が行ういわ
ゆる「SABC評価」の際のプレゼン
テーション
⑧各競争的資金制度の評価委
員会への出席
⑨各競争的資金制度の研究課
題の募集・評価・成果発表等に対
する提言・助言
⑩環境省関係各課室が評価委
員会の評価結果を踏まえて行う
採択課題選定に対する助言
⑪研究課題に関する評価結果の
適切な反映、フォロー、研究実施
者に対する指導・助言
⑫環境省関係各課室との打合
せ・意見調整、ＰＯとの打合せ、
研究評価に関するヒアリング
⑬研究動向の把握（論文等から
の情報収集、学会・セミナー等へ
の出席）



Ⅱ-４ プログラムオフィサー（ＰＯ）とその役割

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

地球環境研究総合推進費

ＰＯ　６名
① 各研究課題と研究費管理上の実
務を理解し、業務を遂行
② 翌年度研究費について、研究計
画と研究内容との齟齬などを確認
③ 「アドバイザリーボード会合」への
出席と報告
④ 研究の進捗状況の把握
⑤ 中間評価結果の研究計画への反
映についての指導・助言
⑥ 終了研究成果報告書及びパンフ
レットの内容や記載項目等を確認
⑦ 研究成果の発表・普及に関する
情報を環境省に連絡。また、謝辞等
での推進費への言及を確認
⑧ 課題代表者等からの問合わせに
対応
⑨ 研究進行上の問題点を環境省と
協議するとともに、定期的に進捗状
況を報告
⑩ 必要に応じ海外の研究フィールド
の現地調査を実施

環境研究・技術開発推進費

ＰＯ１名
① 課題の進捗状況を把握し、必要
に応じ現地調査を実施
② 評価委員の選定
③ 事前・中間・事後・追跡評価委員
会への出席と評価結果のとりまとめ
④ 評価時の委員指摘事項指導・助
言等
⑤継続課題の次年度研究計画の
チェック
⑥ 応募書類の精査
⑦ 採択候補課題の研究計画の
チェック
⑧ 評価内容・不採択理由について
の申請者への対応
⑨ 研究動向の把握

循環型社会形成科学研究
費補助金

次世代循環型社会形成推
進技術基盤整備事業

ＰＯ　7名

① 各研究課題と研究費管理
上の実務を理解し、業務を遂
行
② 翌年度研究費について、
研究計画と研究内容との齟齬
などを確認
③ 「アドバイザリーボード会
合」への出席と報告
④ 研究の進捗状況の把握
⑤ 中間評価結果の研究計画
への反映についての指導・助
言
⑥ 終了研究成果報告書及び
パンフレットの内容や記載項
目等を確認
⑦ 研究成果の発表・普及に
関する情報を環境省に連絡。
また、謝辞等での推進費への
言及を確認
⑧ 課題代表者等からの問合
わせに対応
⑨ 研究進行上の問題点を環
境省と協議するとともに、定期
的に進捗状況を報告
⑩ 必要に応じ海外の研究
フィールドの現地調査を実施

ＰＯ　９名

① 各研究課題と研究費管理上の
実務を理解し、業務を遂行
② 翌年度研究費について、研究
計画と研究内容との齟齬などを
確認
③ 「アドバイザリーボード会合」へ
出席（第1～6分科会課題）及び現
地調査（第7分科会課題）の実施
と報告
④ 研究の進捗状況の把握
⑤ 中間評価結果の研究計画へ
の反映についての指導・助言
⑥ 事前・中間・事後評価等の評
価委員の選定及び評価時におけ
る委員のコメントの確認・整理及
び要約
⑦ 終了研究成果報告書及びパ
ンフレットの内容や記載項目等を
確認
⑧ 研究成果の発表・普及に関す
る情報を環境省に連絡。また、謝
辞等での推進費への言及を確認
⑨ 課題代表者等からの問合わ
せに対応
⑩ 研究進行上の問題点を環境
省と協議するとともに、定期的に
進捗状況を報告
⑪ 必要に応じ海外の研究フィー
ルドの現地調査を実施
⑫ 定期的に環境省担当官と意見
交換する場を設けて情報共有
⑬ 環境研究企画委員会及び各
研究分科会への出席
⑭ 応募課題ごとの第１次審査
（書面審査）担当審査委員の決定
⑮ 成果発表会の発表課題を推
薦

ＰＯ　９名

各研究課題と研究費管理上の
実務を理解し、業務を遂行
① 翌年度研究費について、研
究計画と研究内容との齟齬など
を確認
② 委託費の課題の 「アドバイ
ザリーボード会合」へ出席と報
告
③ 補助金の課題の現地調査の
実施と報告
④ 課題代表者等からの問合わ
せに対応
⑤ 研究進行上での問題点や研
究計画変更の必要性が明らか
になったときは環境省と協議
⑥ 書面評価を行う場合、研究課
題ごとに担当評価委員を選定
⑦ 研究分科会等への出席
⑧ 書面評価及びヒアリングにお
ける委員コメントの確認及び整
理
⑨ 第２次審査（ヒアリング評価）
における分科会意見（採択条件
等）が、初年度研究計画に適切
に反映されていることを確認
⑩ 中間評価における委員コメン
トやアドバイザリーボード会合等
の結果が、次年度研究計画等
に適切に反映されるよう指導・
助言
⑪ 終了研究成果報告書及びパ
ンフレットの内容や記載項目等
を確認
⑫ 研究成果の発表・普及に関
する情報を環境省に連絡。ま
た、謝辞等での推進費への言及
を確認
⑬ 成果発表会の発表課題を推
薦
⑭ 推進費の運営に参考となる
情報を収集し、推進費の運営に
係る改善を提案

ＰＯ　８名

各研究課題と研究費管理上の
実務を理解し、業務を遂行
① 翌年度研究費について、研
究計画と研究内容との齟齬など
を確認
② 委託費の課題の 「アドバイ
ザリーボード会合」へ出席と報
告
③ 補助金の課題の現地調査の
実施と報告
④ 課題代表者等からの問合わ
せに対応
⑤ 研究進行上での問題点や研
究計画変更の必要性が明らか
になったときは環境省と協議
⑥ 書面評価を行う場合、研究課
題ごとに担当評価委員を選定
⑦ 研究分科会等への出席
⑧ 書面評価及びヒアリングにお
ける委員コメントの確認及び整
理
⑨ 第２次審査（ヒアリング評価）
における分科会意見（採択条件
等）が、初年度研究計画に適切
に反映されていることを確認
⑩ 中間評価における委員コメン
トやアドバイザリーボード会合等
の結果が、次年度研究計画等
に適切に反映されるよう指導・
助言
⑪ 終了研究成果報告書及びパ
ンフレットの内容や記載項目等
を確認
⑫ 研究成果の発表・普及に関
する情報を環境省に連絡。ま
た、謝辞等での推進費への言及
を確認
⑬ 成果発表会の発表課題を推
薦
⑭ 推進費の運営に参考となる
情報を収集し、推進費の運営に
係る改善を提案

行政の担当者（廃棄物対策課）
がＰＯの役割

行政の担当者（廃棄物対策
課）がＰＯの役割



Ⅱ-５ 広報活動（研究成果）

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

地球環境研究総合推進費

地球環境研究総合推進費の
パンフレット（和文・英文）を制
作・配布。（全実施課題の概要
を記載）

戦略的研究開発領域の研究
課題については、それぞれ一
般向けのシンポジウムを開
催。

「地球環境研究総合推進費
ホームページ」を運営。

環境研究・技術開発推進費
環境研究・技術開発推進費研
究成果発表会（3月）を開催。

循環型社会形成科学研究
費補助金

次世代循環型社会形成推
進技術基盤整備事業

地球環境研究総合推進費の
パンフレット（和文・英文）を
制作・配布。（戦略的研究開
発領域は全課題。環境問題
対応型研究領域について
は、各分野の代表的課題の
みを掲載）

環境研究総合推進費研究成
果発表会（10月）を開催（循
環型を含む。）

戦略的研究開発領域の研究
課題については、それぞれ
一般向けのシンポジウムを
開催。

「環境研究総合推進費ホー
ムページ」を運用。

環境研究総合推進費研究成
果発表会とは別途、全国３ヶ
所において成果発表会を実
施。

地球環境研究総合推進費の
パンフレット（和文・英文）を制
作・配布。（全実施課題の概
要を記載）

戦略的研究開発領域の研究
課題については、それぞれ一
般向けのシンポジウムを開
催。

「地球環境研究総合推進費
ホームページ」をもとに、「環
境研究総合推進費ホーム
ページ」を立ち上げ、運用。

全国３ヶ所において成果発表
会を実施。

環境省の「廃棄物処理技術情
報」ホームページの中で「廃棄
物処理等科学研究費補助金」
のページを運用。

全国３ヶ所において成果発表
会を実施。

環境省の「廃棄物処理技術情
報」ホームページの中で「廃棄
物処理等科学研究費補助金」
のページを運用。

地球環境研究総合推進費の
パンフレット（和文・英文）を制
作・配布。（戦略的研究開発領
域は全課題。環境問題対応型
研究領域については、各分野
の代表的課題のみを掲載）

環境研究総合推進費研究成
果発表会（10月）を開催（循環
型を除く。）

戦略的研究開発領域の研究
課題については、それぞれ一
般向けのシンポジウムを開
催。

「環境研究総合推進費ホーム
ページ」を運用。循環型社会
形成科学研究費補助金等を
統合。

環境研究総合推進費研究成
果発表会とは別途、全国３ヶ
所において成果発表会を実
施。

地地球環境研究総合推進費
のパンフレット（和文・英文）
を制作・配布。（戦略的研究
開発領域は全課題。環境問
題対応型研究領域について
は、各分野の代表的課題の
みを掲載）

環境研究総合推進費研究成
果発表会（10月）を開催（循
環型を除く。）

戦略的研究開発領域の研究
課題については、それぞれ
一般向けのシンポジウムを
開催。

「環境研究総合推進費ホー
ムページ」を運用。

環境研究総合推進費研究成
果発表会とは別途、全国３ヶ
所において成果発表会を実
施。


